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ウツボカズラのはなし 2021.06.08  
食虫植物の代表的な一種で、ボルネオやマダガスカル、オーストラリアなど広い地域に

90 種類以上が分布しています。葉っぱが進化した捕虫袋の中には消化液が溜まってい

て、中に落ちた虫を溶かして、その養分を吸収します。罠の仕組みはなかなか巧妙です。

まずは。捕虫袋の蓋の部分の蜜腺で虫を誘い込みます。次に「えり」と呼ばれツルツルと

した縁の部分で虫が足を滑らせます。最後は消化液、少しトロリとしていて、虫の体に纏

わりついて溺れさせてしまいます。和名のウツボは「靫」と書きます。矢を入れて携行す

るための筒のことです。またネペンテスとはギリシャ語で「憂い・悲しみを消す」と言う

意味だそうですが、由来不明とのことですが、どうもイメージが一致しませんね。ところ

でウツボカズラのちょっと変わった活用方法をひとつご紹介。マレーシアやボルネオの原

住民はウツボカズラの袋のなかにお米を入れて炊くそうです。もともと消化液の酸に抗菌

作用があり、腐敗しにくいことから、米や肉などを携帯食として持ち歩くのに便利なんだ

そうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


